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クリーンアップ大洗にご協力ありがとうございました�
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■暑い夏、楽しい水遊び（第二保育所）
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早朝からたくさんの方々にご参加いただきました

７
月
７
日
（
日
）
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

大
洗
が
実
施
さ
れ
、
町
内
主
要
道
路
や

大
洗
海
岸
や
サ
ン
ビ
ー
チ
、
ゴ
ミ
集
積

所
や
公
園
な
ど
を
６
、
７
１
１
人
が
参

加
し
て
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
内
訳

町
内
会
　
　
１
、３
９
２
人

参
加
団
体
　
72
団
体

５
、２
６
４
人

回
収
業
者
　
22
社

55
人

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
洗
に�

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
洗
に�

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�
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可燃物　23.49トン
不燃物　06.08トン
資源物　00.10トン

皆さんのご協力によ
りたくさんのゴミが
収集されました

台
風
６
号
の
大
雨
の
影
響
で
那
珂
川
上

流
か
ら
大
量
の
ゴ
ミ
が
大
洗
の
海
岸
に
漂

着
し
ま
し
た
。

７
月
17
、
18
日
に
、
建
設
業
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
２
日
間
、
延
べ
40
台
の

重
機
で
海
岸
の
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
ま
た
、

海
水
浴
場
の
開
設
初
日
７
月
20
日
の
朝
６

時
か
ら
大
洗
海
岸
と
サ
ン
ビ
ー
チ
の
清
掃

が
行
わ
れ
、
町
内
外
の
団
体
の
方
々
７
０

０
人
が
、
観
光
客
が
気
持
ち
よ
く
海
水
浴

な
ど
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
葦
や
枯
れ
木

な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

大量の漂着ゴミ（大洗海岸）

20日は2トン車で5台分のゴミが収集されました

台風漂着ゴミの清掃が
行
わ
れ
ま
し
た



○
ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

○
子
供
神
輿

○
似
顔
絵

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ナ
イ
ン

○
大
洗
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

○
町
民
吹
奏
楽

○
科
学
実
験
教
室

○
ど
じ
ょ
う
す
く
い

○
勝
手
に
の
ど
自
慢

○
ジ
ャ
ン
ボ
海
鮮
焼
き

○
な
が
し
そ
う
め
ん

○
野
点

○
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

○
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

○
パ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

○
屋
台
村

○
手
打
ち
そ
ば
実
演

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
昔
遊
び

○
ざ
り
が
に
釣
り

○
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

○
で
き
た
て
市

○
も
の
ま
ね

○
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

○
空
気
早
入
れ
選
手
権

○
カ
ラ
オ
ケ

○
商
店
街
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

○
氷
の
彫
刻

○
縁
台
将
棋

○
フ
ァ
ー
フ
ァ
ー

○
飴
細
工

○
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト

○
は
ま
ぐ
り
焼
き

○
八
朔
焼
き

○
か
る
め
焼
き

○
木
工
ワ
ー
ル
ド

○
ブ
タ
の
丸
焼
き

○
で
き
た
て
市

○
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

※
内
容
・
時
間
等
は
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
洗
の
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
八
朔
祭
が
８
月
24

日
（
土
）、
25
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

８
月
24
日
の
前
夜
祭
に
は
屋
台
が
町
内
を
ま
わ
り
、

25
日
に
は
荒
磯
神
輿
、
屋
台
巡
行
、
磯
節
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
天
国
（
曲
松

か
ら
大
貫
商
店
街
）
が
実
施
さ
れ
、
各
商
店
街
が
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行

な
い
ま
す
。
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2002

屋　台（角一）�
荒  磯  神  輿�
磯節パレード�
�
大洗高校マーチングバンド�
サンバパレード�
屋　台（漁協）�
屋　台（青団連）�

15：00　→　15：40　→　16：20　→　17：00�
15：30　→　16：00　→　17：00　→　17：30　→　18：00�
16：00　→　16：40　→　17：30　→　18：20�
�
18：20　→　19：00　→　19：30　→　20：00�
18：30　→　19：20　→　20：00　→　20：20�
　　　　　　　　　　　　19：00　→　21：00�
19：00　→　19：30　→　20：00　→　21：00

8/25（日）�
歩行者天国イベント�
午後3時～午後9時�

曲　松� 永　町� 髭　釜� 大　貫�

大　貫� 髭　釜� 永　町� 曲　松�

（新道）�

八朔祭パレード 屋台オープニングパレード（3基）�

問合せ／大洗町商工会�
@（266）1711

（新道）�

永
町
商
店
街

曲
松
商
店
街

大
貫
商
店
街

髭
釜
商
店
街

各
商
店
街
共
通
イ
ベ
ン
ト

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
チ
ン
ド
ン

屋
・
大
道
芸

８
月
25
日
（
日
）

歩
行
者
天
国
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大洗町漁業協同組合（漁村センター）

大洗青年団体連絡協議会（旧老人憩いの家）

角ー町内会（角ー集会所）

こ
こ
数
年
、
大
洗
町
の
八
朔
祭
も
一
段
と
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
三
基
の
屋
台
が
出
る
と

か
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
昔
か
ら
祭
り
に
携

わ
っ
て
き
た
方
々
か
ら
伺
っ
た
祭
ば
や
し
や
屋
台
の
上

で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
屋
台
上
の
囃は

や

し
手
は
裸
（
上
半
身
）
に
な
ら
な
い

二
、
囃
し
手
は
屋
台
の
手
摺

て
す
り

の
間
や
上
か
ら
外
側
に
な

る
べ
く
足
を
投
げ
出
さ
な
い

三
、
囃
し
手
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
め
に
す
る
（
芸
に

支
障
の
な
い
程
度
で
）

四
、
屋
台
の
舵
取
り
腕
木
に
乗
っ
て
提
灯
等
を
振
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
（
屋
台
で
の
踊
り
が
見
え
に
く

く
な
り
ま
す
）

五
、
休
憩
し
て
い
る
屋
台
は
対
向
し
て
近
づ
い
て
き
た

屋
台
に
に
わ
か
に
囃
子

は
や
し

を
は
じ
め
て
迎
え
な
い

（
拍
手
で
相
手
方
の
囃
子
を
た
た
え
ま
し
ょ
う
）

六
、
屋
台
が
囃
子
を
し
な
が
ら
対
向
し
て
近
づ
い
た
と

き
は
大
い
に
芸
を
競
い
合
い
ま
し
ょ
う
。
演
じ
て

い
る
人
も
曳
き
手
も
観
客
も
祭
り
で
一
番
楽
し
い

瞬
間
で
す
（
興
奮
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
）

【
豆
知
識
】

山
車
と
い
う
の
は
中
央
部
に
人
形
が
飾
っ
て
あ
る
も

の
で
、
人
形
が
な
い
も
の
は
屋
台
と
呼
び
ま
す
。
大
洗

で
使
わ
れ
て
き
た
も
の
は
屋
台
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
今
ま
で
の
広
報
紙
や
ポ
ス
タ
ー
等
に
は
、
山
車

と
表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
）

八
朔
祭
を
よ
り
楽
し
く

ま
つ
り
ば
や
し
大
洗
　
代
表
　
鈴
木
国
光

第二保育所では手作りのうち
わやおみこし、屋台を製作しま
した。元気な子供たちの歓声で
お祭を盛り上げます。

今
回
の
八
朔
祭
に
は
３
つ
の
団
体
、
３
基
の
屋
台
が
参
加
し
ま
す
。

皆
さ
ん
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
、
踊
り
や
お
囃
子

は
や
し

の
練
習
を
積
ん
で

い
ま
す
。
祭
り
の
当
日
に
は
す
ば
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。



小
松
a
新
太
郎
さ
ん
（
77
）

県
水
産
加
工
連
合
会
長

勲
六
等
単
光
旭
日
章

伊
藤
　
栄
さ
ん
（
75
）

元
町
議
会
議
員

勲
五
等
瑞
宝
章 伊

藤
　
栄
さ
ん

伊
藤
　
栄
さ
ん�

小
松
小
松
a
新
太
郎
さ
ん

新
太
郎
さ
ん 

が
叙
勲
の
栄
誉

が
叙
勲
の
栄
誉�

伊
藤
　
栄
さ
ん

伊
藤
　
栄
さ
ん�

小
松
小
松
a
新
太
郎
さ
ん

新
太
郎
さ
ん 

が
叙
勲
の
栄
誉

が
叙
勲
の
栄
誉�

伊
藤
　
栄
さ
ん�

小
松
a
新
太
郎
さ
ん 

が
叙
勲
の
栄
誉�
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わが町�わが町�わが町�わが町�

南
中
学
校
近
く
の
太
平
洋
が
一
望
で
き
る
展
望
台
に
田
崎
秀
の

歌
碑
が
完
成
し
ま
し
た
。
歌
碑
に
は
大
洗
海
岸
の
風
景
に
癒
さ
れ

る
心
境
を
詠
ん
だ
「
白
々
と
海
鳥
浮
け
る
潮
近
く
日
が
差
せ
ば

『
い
こ
ひ
の
水
濱
み
ぎ
は

』
な
す
さ
ま
」
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

笠
間
市
生
ま
れ
の
田
崎
秀
は
、
千
葉
医
科
大
卒
業
後
、
結
核
を

患
い
大
洗
町
で
療
養
を
し
な
が
ら
創
作
活
動
に
励
み
、「
雫
」
や

「
大
洗
」
を
発
行
、
昭
和
30
年
に
は
「
茨
城
歌
人
会
」
を
創
設
し
ま

し
た
。

眼
下
に
太
平

洋
を
望
み
な
が

ら
、
日
本
語
の

美
し
さ
や
感
性

豊
か
な
歌
の
心

に
ふ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

袖ケ浦橋�

至夏海十文字�至鹿嶋�

展望台�

南
中
学
校�

袖ケ浦橋�

Ｒ
51
�

田
崎
秀
の
歌
碑
が
完
成
し
ま
し
た

小
松
a
さ
ん
は
、
大
洗
水
産
加
工
業
協
同
組
合
組
合
長
を
30

年
間
務
め
、
地
元
水
産
加
工
業
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
46
年
に
は
、
茨
城
県
水
産
加
工
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
昭
和
48
年
に
は
同
副
会
長
、
平
成
９
年
か
ら
現

在
ま
で
同
代
表
理
事
会
長
を
歴
任
さ
れ
町
・
県
の
水
産
加
工
業

の
振
興
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度

ま
で
の
茨
城
の
水
産
業
振
興
計
画
で
あ
る
「
茨
城
県
水
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
も
参
画
さ
れ
ま
し
た
。「
思
い
が
け

な
い
受
章
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
何
事
に
も
真
面
目
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
た
っ
て
き
た
の
が

良
か
っ
た
の
で
は
。」
と
謙
虚
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
６
期
24
年
、
議
会
に
お
い
て
地
方
自
治
と
町
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
指
導
力
を
生

か
し
、
町
議
会
議
長
、
町
議
会
広
域
行
政
推
進
対
策
特
別
委
員

会
委
員
長
、
大
洗
町
監
査
委
員
、
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
分
野
に
お
い

て
も
町
農
業
委
員
会
委
員
を
永
年
務
め
、
農
業
行
政
の
活
性
化

と
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。「
は
か
ら
ず
も

受
章
の
栄
誉
に
浴
し
感
激
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
の
入
港
な

ど
町
の
大
き
な
節
目
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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マ
リ
ン
タ
ワ
ー
隣
の
港
中
央
公
園
に
野
外
ス
テ

ー
ジ
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
練
習
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
放
送
機
器
（
ア
ン
プ
等
）
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
精
神

こ
こ
ろ

で

進
む
ま
ち
づ
く
り

「さあ夏だ、大洗の夏だ」本年のクリーンア

ップ大洗にも早朝よりお子さんから大人まで6

千7百余人が参加してくださいました。その意

気込みに感謝いたします。皆さんと一緒に汗

を流していますと郷土愛に満ち、より良い町

にしていこうという情熱が伝わってきて胸が

熱くなるのを覚えました。また、子供たちに

とっては、自分たちが社会の一員として町の

誇りうる宝である自然環境を守り、保全して

いくことの大切さを学び育む機会にもなった

のではないでしょうか。

今年の大洗の夏は日本屈指の水族館オープ

ンのにぎわいや高校総体女子バレーボール競

技の開催などで例年以上に熱い夏になってお

ります。8月2日から5日まで熱戦が繰りひろげられた高校総

体女子バレーボール競技においては、その受け入れ準備や大会

運営には数多くの方々が携わり、「この機会に我が大洗町の良

さを知ってもらいたい、選手たちに気持ちよくプレーしてほし

い」との願いを込めて地元高校生による手作り記念品やエリア

マップの作成をはじめ、花壇などの環境整備や受け入れ宿泊施

設の皆さんを対象とした料理講習会など様々な取り組みがなさ

れました。町が活気づく夏、何かとお忙しい中でのご協力には

深く感謝申し上げます。

我が町の大きな魅力は恵まれた自然環境と心あたたまる人情

です。「訪れてよかった。また来たい。」と感じていただくまち

づくりは、町民（輝く人）の皆さん一人ひとりの思いやり（あ

ふれるやさしさ）によって醸成されます。

活力ある町の未来は、皆さんの精神
こころ

と共にあり、町民相互の

つながり、行政と町民の皆さんとが連携し、一体となって努力

するところにあるのではないでしょうか。

イベント

大
洗
港
中
央
公
園

野
外
ス
テ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

利　用　案　内
◇使用の申込み

大洗埠頭開発株式会社
〒311-1305
東茨城郡大洗町港中央2番地
大洗港フェリーターミナルビル
3階　@267-4188

◇問合せ時間

月～金　午前9時～午後5時
土　　午前9時～正午

◇使用できる時間

午前9時から午後9時まで
◇使用できない場合

○非教育的な内容のとき
○営利を目的とするとき
○政治的活動をするとき
○その他管理者が不適当と認め
たとき

付属設備
放送設備、ステージ照明、時計、
電源コンセント

大洗港中央公園野外ステージ平面図

規　模
ステージ幅30メートル×奥行10メートル

（中央部分は13メートル）


